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２Ｇ０１
科学技術イノベーション政策のインパクトをどう測るか

—英国 UKRIのプロジェクト成果公開データ分析からの示唆—

⃝ 岡村麻子（NISTEP）,小柴等（NISTEP）,村木志穂（MEXT）

1 はじめに
科学技術政策が科学技術・イノベーション（STI）政

策へとスコープを拡大する中で，政策評価のスコープも
インプットとアウトプットの関係のみならず，アウトカ
ムやインパクトを重視するようになっている。ここでは
大まかには，アウトプットは論文等の具体的成果物，ア
ウトカムはアウトプットの結果としてもたらされる短
中期的な効果，インパクトは長期的な時間軸で見えてく
る社会経済のあらゆる面における幅広い影響を意味する
（[標葉 17]他）。
このスコープの変容の根底にあるのが，科学技術が，
知識生産のみならず，社会課題解決やイノベーション創
出・社会発展等，社会の基盤構築の下支えとしての本質
的な役割を果たしているという考えである。これを基底
として，高等教育機関や研究機関等の戦略的方向づけの
ために研究評価を重要な手段として位置づけ，研究成果
のみならず，インパクトが研究評価において重視される
ようになってきている。英国の REF(Research Excellence
Framework)などはその代表例である（[大谷他 13]）。
このような考え方は多くの国で広く共有されつつある
が，多様なアウトカムやインパクトをどのように定義し，
どのようにとらえるのか，については多くの議論があり
（[標葉 17] 他），昨今の STI 政策における多くの論点と
も関連している。
1.1 STI政策の論点との関連性
例えば，2010年代以降にヨーロッパを中心として，責
任ある研究イノベーション (Responsible Research Innova-
tion; RRI) が議論されているが，RRI は，予見性及び省
察性を重視しながら，研究・イノベーションのサイクル
全体で社会のアクターの協力を促すことで，研究開発の
方向性と社会の価値観やニーズとの整合性を高めつつ，
研究・イノベーションシステムの変革プロセスを促して
いくことを目的としている。インパクト評価において
も，多様な方法により社会に対して研究の影響を深める
public engagement等も測定の範囲にある。
さらに近年ではオープンサイエンスの進展に伴って，
職業としての研究者とそれ以外の垣根も曖昧になり，
データセットそのものを研究成果にするデータパブリッ
シングはじめ，論文として形になる前の草稿を公開する
プレプリントサーバの活用も広がるなど，研究スタイル

自体も大きく変わりつつある。そのような研究の多様性
を前提とした評価軸を検討していくことも，インパクト
評価の目的の一つである。
また，エビデンスに基づく政策形成 (EBPM) の潮流

の中で，STI政策においても指標等の活用が進むが，過
度な定量化に関しての批判からライデンマニフェスト
では課題が提示されるとともに，責任ある測定・指標
(Responsible Metrics; Responsible Research Evaluation)等取組
みが進んでいる。たとえば，評価結果を見る側の立場と
しては分野を問わず同一の軸で研究評価を行いたいとい
う要求がある一方，ひとくちに研究と言っても分野は多
様でそれぞれに手法や時定数が大きく異なる。したがっ
て，分野別アウトプットの多様性，それに応じた評価指
標設定の重要性，などを鑑みつつ，特に自然科学に対し
て人文・社会科学をどのように評価するかと言った課題
も存在する。
このように科学技術と社会の関係性が密接になってい

ることを前提とし，単なる知識生産にとどまらず，それ
らが社会に与える影響などを含めた評価を行うことが，
困難であっても避けられないより重要な要素になってき
ているといえる。
1.2 本稿の目的
日本においても，政府全体の EBPMの流れの中で STI

政策における定量化指標へのニーズが高まっており，そ
の中でもインパクト評価の重要性が認識されつつあるも
のの，具体的な方策はまだとられていないといえる。そ
こで本稿では，日本における成果指標の今後の具体的検
討に資するため，インパクト評価の導入がすすむ英国に
おいて，UK Research and Innovation(UKRI)*1が運営す
る公的な競争的研究資金の成果公開サイト The Gateway
to Research (GtR)に収録されている研究プロジェクト単
位のデータを用いて，研究のいわゆるアウトカムやイン
パクトとしてどのような指標がありうるか，また分野に
よってどのような違いがあるかについて観察する。
尚，GtRのデータの利用可能性についても検討するた
め，データの概要や特徴についても整理する。これら英
国のデータをベンチマークとしながら，日本における状
況とのギャップを明らかにし，今後に向けた課題につい
て，論点を抽出する。

*1 https://gtr.ukri.org/

2G01
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2 GtRデータの概要
GtR は，英国のビジネス・エネルギー・産業戦略省

(BEIS) が後援する政府外公共機関である UKRI が運営
を行っている。
2.1 対象機関

GtRには，UKRI傘下の 7研究会議 (7RCs;芸術・人文
学研究会議 (AHRC), バイオテクノロジー・生物科学研究
会議 (BBSRC), 経済・社会研究会議 (ESRC), 工学・物理化
学研究会議 (EPSRC),医学研究会議 (MRC),自然環境研究会
議 (NERC),科学技術施設会議 (STFC) )及び機関 ( Innovate
UK,実験動物 3Rs（代替・改善・削減）センター (NC3Rs) )
が助成を行った各種ファンディングの成果に関するデー
タが収録されている。
2.2 ファンディングの種別（Grant Category）
ファンディングの種別は 34 種類程度存在し，主要な
ものは以下の通りである（件数ベースで 5%以上のもの
を抽出）。
Research Grant: 関連する RCの評価手続きを経て採択された研究プ

ロジェクトに費用を拠出するもの。
Studentship: 1つまたは複数の RCのトレーニング補助金から資金を

得て，企業や慈善団体からの資金で補い，より高い学位の授与に
つながる研究プロジェクト。

Training Grant: 高等教育機関に対し，博士課程および（旧）修士課程
の学生の教育費を賄うためのブロックグラント。博士号取得のた
めの奨学金とパートナーシップを含む。

Fellowship: 指名された個人の支援に貢献するもの。直接的な研究支
援費用を含まない場合もある。

この他にも，Collaborative R&D, Knowledge Transfer
Partnership, Procurementや，Intramuralなどの必ずしも
競争的資金ではないと思われる多様な種類のプロジェク
トをカバーしていることも特徴的である。
2.3 データ内容

GtR に掲載されているデータは，Innovate UK の課
題を除き，支援対象研究者が Researchfish *2に登録した
データがソースとなっている*3。

GtR で入手できるデータの種別としては，プロジェ
クトそのものの基礎情報 (Projects) に加えて，主には論
文や書籍など出版物が収録されているアウトプット情
報 (Publications)，出版物以外の多様なアウトカム情報
(Outcomes)，受託研究者情報 (People)および受託機関情

*2 エビデンスをベースに研究開発評価を行い，将来の研究
開発ファンディング戦略の策定や意思決定につなげるこ
とを支援するために，英国で開発され，2012 年 6 月から
運用されているデータ・プラットフォーム。ファンディ
ング機関が，資金供与した研究開発プロジェクトのアウ
トプット，アウトカム，インパクトに関するデータを収
集している。https://www.ukri.org/manage-your-award/
reporting-your-projects-outcomes/

*3 なお UKRI では，助成期間中および助成終了後原則 5 年間は
基本的に毎年 Researchfishに各種成果情報を入力することを義
務づけており，報告が行われない場合には助成停止などの措置
が行われるため，ほぼすべてのプロジェクトのデータが一定の
フォーマットに従って記録されていると想定できる。

報 (Organization)，研究分野 (Classifications)という 6種
類で構成されている。それぞれに収録されているデータ
の主な項目は下記の通りである。
Projects: ID,タイトル，概要，期間，助成額，助成機関，種別，分野

(Research Topics)，受託機関，受託研究者等
Publications: プロジェクト ID，タイトル，著者，発行年月日，DOI,

PubMedID，出版物種別等
Outcomes: プロジェクト ID，種別，詳細，インパクト等
Organization: 名称，地域，関連プロジェクト
People: 姓名，ORCID，関連プロジェクト，所属組織，所属部門

尚，Publication や Outcome の種別としては以下の項
目がある*4。
■Publicationsの種別 Journal Articlesの他，Book, Book
Chapter, Proceedingsなど，19種類。
■Outcomes の種別 研究成果の概要を記す Key Find-
ings 及びインパクトを記述する Impact Summary の他，
詳細項目として，下記 Artistic and Creative productsから
Spin Outまでの 11項目。さらにいくつかの項目には下
位項目も存在する。

• Impact Summary: 影響の概要
• Key Findings: 主要な研究成果

• Artistic and Creative products: 芸術的・創造的成果
• Collaboration: 協働活動
• Dissemination*5: 普及活動
• Further Funding: 追加資金調達
• Intellectual Property: 知的財産
• Policy Influence: 政策への影響
• Product Interventions: 製品
• Research Tools and Methods: 研究ツール・手法
• Research Databases and Models: 研究用データベース・モデル
• Software and Technical products: ソフトウェアおよび技術製品
• Spin out: スピンアウト

■インパクトの記述 尚，インパクトに関しては，Out-
comes に記載されている。まず，Impact Summary に概
要の記述がある*6他，どのような側面でのインパクト
であるか (impactTypes)，インパクトを及ぼす領域 (Sec-
tor)が登録されている。さらに Outcomeの種別（例えば
Software and Technical Productsや Dissemination）ごと
に得られるデータにおいて，Impactという項目があり，
Outcomeの各種別単位でもインパクトの内容を得ること
ができる。
2.4 データ搭載件数
データは 2020 年 11 月 10 日から 20 日にかけて収

集し，プロジェクト数: 110,125 件，アウトプット数:
917,317件，アウトカム数: 740,310件，を搭載した。機
関別の詳細を表 1に示す。なお，同一の論文が複数のプ

*4 Publication と Outcome の項目には一部重複しているように見
えるものも存在する。例えば，Publicationの種別として Policy
briefing と，Outcome の項目として Policy Influence 等。また，
Publication としての Dataset と，Outcome としての Research
Databases and Models等。

*5 GtR の Web サイト上では “Engagement Activities” と表示され
ている。

*6 ただし，必ずしも記入が必須ではないようで，内容が空白のもの
も見られる。後述する Outcomes全数に対し記入率は約 62%。
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ロジェクトに関連付いている場合それぞれ計上されるた
め，上述のアウトプット・アウトカムの数は必ずしもユ
ニークな件数ではない点に留意が必要である。

表 1: 搭載データ件数（ファンディング機関別）
種別 AHRC BBSRC EPSRC ESRC IUK MRC

プロジェクト数 7,932 15,957 27,205 9,807 21,786 11,173

アウトプット数 27,647 81,238 231,334 80,522 217,212

アウトカム数 66,861 109,789 158,359 120,913 189,429

種別 NC3Rs NERC STFC UKRI NULL Total

プロジェクト数 395 9,594 6,150 126 110,125

アウトプット数 84,347 194,892 125 917,317

アウトカム数 61,136 33,507 309 7 740,310

2.4.1 収録期間
GtR の説明によれば，基本的には対象機関によって

2006 年 1 月以降に開始されたファンディングに関して
の成果情報が収録されている。ただし，Studentshipにつ
いては 2015年 2月 1日以降のもののみが収録されてい
る*7。機関ごとのプロジェクト件数推移を図 1に，さら
に Research Grantのみに付いて図 2に示す。
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図 1: 機関と件数推移
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図 2: 機関と件数推移（Research Grantのみ）

2.4.2 機関とファンディング種別
機関とファンディング種別のクロスを表 2に示す。な
お，IUK, NC3Rcについては表 2中のファンディング種
別に関するデータがないため，掲載していない。

*7 https://gtr.ukri.org/resources/data.html

表 2: 機関とファンディング種別のクロス表
フファァンンデディィンンググ種種別別 AAHHRRCC BBBBSSRRCC EEPPSSRRCC EESSRRCC MMRRCC

Research Grant 11,977 24,293 34,328 13,315 15,393

Fellowship 2,249 587 2,756 1,563 3,637

Intramural 0 2,987 0 0 4,456

Studentship 172 996 356 13 25

Other Grant 0 0 194 0 0

Training Grant 0 0 0 0 0

PPrroojjeeccss  TToottaall 1144,,339988 2288,,886633 3377,,663344 1144,,889911 2233,,551111

フファァンンデディィンンググ種種別別 NNEERRCC SSTTFFCC UUKKRRII

Research Grant 14,962 5,754 0

Fellowship 1,569 627 6

Intramural 232 100 0

Studentship 111 232 0

Other Grant 268 0 0

Training Grant 0 294 0

PPrroojjeeccss  TToottaall 1177,,114422 77,,000077 66

120,022

AAllll

114433,,445522
294
462

1,905
7,775
12,994

2.5 REFデータと GtRデータの違い
英国の高等教育機関の研究の質を評価するための枠組

みである REFにおいても，研究成果とあわせてインパク
トの記述が求められており，データベース*8が公表され，
各種の分析も行われている [King’s College London 15]。
REFと GtRの違いはまずはその目的と報告単位にある。
REF は高等教育機関の評価を念頭におき，研究領域に
相当する Units of Assessment（UOA)単位での評価を対
象としたものであり，高等教育機関における UOAごと
に厳選された研究成果やインパクト事例が報告されてい
る。一方，GtR データは上述の通り，（RC の内部資金
などの非競争的資金も一部含まれるようだが）主な部分
は RCから競争的資金として研究助成を受けた研究プロ
ジェクトの評価を念頭に置き，報告単位も各プロジェク
トとなる。対象とするアウトプット，アウトカム，イン
パクトの範囲に違いがあるかについてはさらに調査が必
要である。
2.6 GtRがどのような分析に使われているか

GtR データを用いた分析も発表されている。例えば，
研究トピックと資金の偏重について [Madsen 21]，産業
政策の観点から大学の地理的位置と産業戦略における役
割の評価 [Johnston 20]，MRC から若手・研究スタート
アップ支援の助成金を得た研究者のキャリアパスに関す
る調査 [Viney 20]，企業に注目して研究助成をうけたこ
とが企業の成長にどのような効果をもたらすか，差の差
分析や傾向スコアマッチなどを用いた調査 [Vanino 19]，
特にウェールズ地方で実施されたものを対象に産学
連携の観点から行った研究トピック等の分析・可視化
[Mateos-Garcia 17]等がある。

*8 https://impact.ref.ac.uk/casestudies/
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図 3: 分野とアウトプット・アウトカムの関係

3 分析
3.1 データ

GtRに収録されているデータのうち，本稿では主にプ
ロジェクト情報（Projects），出版物などのアウトプット
情報（Publications），それから出版物以外の成果物情報
（Outcomes）の 3 種を扱う。また，本報告においては，
各種ファンディングのうちいわゆる研究プロジェクトの
分析を行うため，Research Grantにかかるデータ，また，
研究期間が終了しているデータを対象として分析した。
3.2 分野別データへの集計

GtR においては研究分野相当の情報として約 630 種
類の Research Topics が用意されており，基本的に各プ
ロジェクトに 1 つ以上が割り付けられている。ただし，
Research Topicsはすべてが並列で，例えば人社系，情報
系，医療系のような分類はなされていない。ここでは大
まかな分野別に分析を行うため，Research Topics を機
械翻訳にかけ，自然言語処理と人間によるエキスパート
ジャッジにより科研費の審査区分と対応付けた。
以下ではこの Research Topics を科研費に紐付けた結
果を用い，アウトカムと分野の関係について示す。
3.3 アウトプットやアウトカムの概要
図 3に科研費の大区分ベース*9でまとめた分野とアウ

トプット・アウトカムの関係を示した。例えば大区分 A

*9 大区分ベースに名称はつけられていないが，大まかには以下の
通りである。A:人文・社会科学系，B:数学・物理学・天文学系，
C:工学（土木・建築・電子工学等）系，D:工学（材料・化学工学
等）系，E:化学系，F:農学系，G:分子生物学系，H:薬学・病理学
系，I:医学系，J:情報科学系，K:環境学系

は人社系の分野に相当するが，ここでは Journal Article
のようなアウトプット以上に，広報をはじめとした科学
技術コミュニケーションを含む dissemination の割合が
大きいことが分かる。
■研究分野による違い ひとくちに人社系，自然科学系
などと言っても，その下には更に様々な分野がある。そ
こで同じ系（科研費審査区分で言う大区分）の中で，ど
の程度ばらつきがあるのか例を示すために人社系に相当
する大区分 Aを取り上げて，その下の中区分単位でアウ
トプット・アウトカムの傾向を見た。結果を表 3および
表 4に示した。なお，表中ヘッダ行の数値は中区分の番
号を示しており，それぞれ表 5の分野に対応する。

表 3: 大区分 Aにおけるアウトプットの分布
PPuubblliiccaattiioonnss 0011 0022 0033 0044 0055 0066 0077 0088 0099 1100

Journal Article/Review 19,521 5,066 8,185 18,808 4,300 11,790 53,958 21,107 6,983 31,176
Conference/Paper/Proceeding/Abstract 4,418 2,658 1,436 6,844 1,399 2,860 15,008 7,328 3,430 3,748
Book Chapter 3,972 2,261 1,705 4,064 1,667 2,826 5,840 3,254 1,793 1,792
Other 907 520 306 3,272 733 5,568 3,312 1,417 708 451
Working Paper 463 268 192 1,725 469 1,895 8,446 1,846 1,166 498
Book 1,211 724 515 1,210 445 904 1,500 886 369 323
Policy briefing/Report 318 89 104 997 430 1,269 1,717 782 396 180
Technical Report 172 45 116 344 92 269 757 324 135 83
Book edited 330 230 175 327 63 176 229 139 71 54
Consultancy Report 83 27 50 208 119 207 426 207 111 47
Thesis 93 58 77 217 14 68 301 133 51 91
Preprint 62 13 106 131 0 40 115 50 29 128
Manual/Guide 53 19 21 60 20 57 140 88 38 27
Monograph 61 11 9 54 8 41 99 43 31 6
Technical Standard 25 9 16 24 19 7 75 50 27 19
Scholarly edition 20 110 4 21 15 12 25 9 6 7
Systematic review 3 1 1 3 5 9 9 2 5 2
Data Set 3 0 0 0 0 0 1 0 0 0

大区分 Aの範囲では，基本的にはどの分野でもアウト
プットは Journal Article，アウトカムは Disseminationが
最も多いことが分かる。ここで，表中各セルの色は列単
位での割合に比例させ，各列の最大値を最も濃い色で，
最小値を薄い色で表現している。これに着目すると，前
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表 4: 大区分 Aにおけるアウトカムの分布
OOuuttccoommeess 0011 0022 0033 0044 0055 0066 0077 0088 0099 1100
artisticAndCreativeProduct 3,597 1,572 1,224 2,207 496 1,141 1,546 1,118 505 566

collaboration 6,560 2,736 3,612 5,972 1,741 4,007 9,009 4,429 2,366 5,889
dissemination 26,400 14,883 15,092 36,739 14,821 28,159 69,785 33,280 18,336 27,821
futherfunding 3,261 1,306 1,686 3,602 808 2,270 6,070 3,202 1,358 4,556
impactSummary 2,238 975 1,028 2,100 684 1,395 2,787 1,622 687 1,106
intellectualProperty 120 12 15 23 3 15 122 58 36 72
keyFinding 2,604 1,078 1,341 2,351 745 1,537 3,222 1,973 773 1,369
policyInfluence 1,459 628 685 3,030 1,521 2,757 6,922 3,417 1,730 2,717
product 10 1 1 0 1 3 31 12 11 143
researchDatabaseAndModel 1,177 506 606 1,342 284 900 2,595 1,106 574 775
researchMaterial 417 167 192 481 96 285 741 372 298 708
softwareAndTechnicalProduct 518 189 163 355 45 94 685 237 170 286
spinOut 36 10 6 30 5 16 60 17 17 35

表 5: 大区分 Aに属する中区分
中中区区分分 ララベベルル

01 思想、芸術およびその関連分野

02 ⽂学、⾔語学およびその関連分野
03 歴史学、考古学、博物館学およびその関連分野
04 地理学、⽂化⼈類学、⺠俗学およびその関連分野
05 法学およびその関連分野
06 政治学およびその関連分野
07 経済学、経営学およびその関連分野
08 社会学およびその関連分野
09 教育学およびその関連分野
10 ⼼理学およびその関連分野

述した Journal Article，Disseminationを除くと，その割
合や順位に差も見られ，一概に “人社系” とまとめて議
論することが難しい場合もありそうなことがデータから
も示されている。
3.4 インパクトの概要

表 6: Impact Summaryの種別
impactTypes Count

# 3,263
Cultural 2,057
Economic 4,308
Societal 2,660
Policy & public services 1,992
Cultural,Economic 376
Cultural,Policy & public services 201
Cultural,Societal 2,012
Economic,Policy & public services 660
Societal,Economic 2,178
Societal,Policy & public services 1,192
Cultural,Economic,Policy & public services 48
Cultural,Societal,Economic 660
Cultural,Societal,Economic,Policy & public services 537
Cultural,Societal,Policy & public services 630
Societal,Economic,Policy & public services 855
Total 23,629

すでに述べたとおり，インパクトに関してはOutcomes
に記載されているが，各アウトカムについてのインパク
トに併せて，“Impact Summary”という項目も存在する。
入手したデータベースの構造上，複数あるアウトカム
の一種類として登録されているが，その内容を見る限
りアウトプット・アウトカムの内容を文章で要約しつ
つインパクトについて報告しているように見える。た

表 7: Impact Summaryのトピック
Topic Related Words

1 project, research, impact, find, work, result

2 technology, develop, company, industry, system, application

3 project, research, development, international, country, policy

4 university, conference, workshop, meet, international, present

5 use, material, high, technique, new, model
6 use, plant, disease, cell, protein, drug
7 public, science, medium, include, activity, also
8 climate, change, water, use, model, risk
9 health, school, work, education, child, find

10 community, project, work, local, group, network
11 project, museum, exhibition, film, new, cultural
12 energy, industry, uk, benefit, business, system
13 policy, research, report, government, uk, find
14 make, one, work, understand, would, time
15 use, data, tool, user, method, analysis
16 research, fund, uk, award, grant, collaboration

だし，Impact Summary が記載されているプロジェク
トは件数としては多くはない。また，Impact Summary
には更に impactType というタグも付与されている。そ
の種別は文化面 (Cultural), 経済面 (Economic), 社会面
(Societal), 政策面 (Policy & public services) の４種類で
ある*10。プロジェクト毎に複数の impactType を登録し
ていると思われるため，impactType の組み合わせ別の
Impact Summaryの件数を表 6に示す。個別の種類とし
ては，経済面のインパクトが最も多く報告され，社会面
と文化面がその後に続く。
この Impact Summaryの記述についてトピックモデル

(LDA; Latent Dirichlet Allocation)を用い 16のトピック
を抽出したところ，表 7のようになった。記述内容に方
法や目的なども含まれるため，プロジェクトがもたらし
た「価値」の内容についてどのようなトピックが生成さ
れているか精査していく必要があるが，現時点では，ア
ウトカムの種別に対応したトピックが生成されているこ
とが観察された。たとえば，トピック 11は美術館や展示
会の語が並び，Artistic and Creative productsと関連が高
そうに見える。他にも，トピック 13は Policy Influence，
トピック 5は Research Databases and Models，など，ア
ウトカムの各項目とある程度対応しているように見て取
れる。

4 日本におけるデータの公開状況
インパクト評価に向けて，我が国におけるデータ入手

可能性はどのような状況かをまとめる。
基本的には我が国においても他国においても公的資金

*10 尚，REF2021 においては，Area of impact として，Impacts on
the health and wellbeing of people, and animal welfare; Impacts on
creativity, culture and society; Impacts on social welfare; Impacts
on commerce and the economy; Impacts on public policy, law
ans services; Impacts on production; Impacts on practitioners and
delivery of professional services, enhanced performance or ethical
practice　が提示されている。
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による研究プロジェクト課題自体の公開は様々あるもの
の，アウトカムはもちろんアウトプットを公開している
サービスも多くは見られていない。
我が国について，いわゆる「科研費」による助成を受け
たものの情報を公開する KAKEN*11でも成果論文の他，
国際共同研究，プレス/新聞発表，産業財産権，学会・シ
ンポジウム開催，など GtRのアウトカム項目に含まれる
一部要素までを搭載している。他方，たとえば「プレス/
新聞発表」の記載がある成果は 2006年から 2020年の範
囲で 1件のみと記入率は芳しくない。
研究者単位では，researchmap*12において，論文，書籍

等出版物，講演・口頭発表等，受賞，共同研究・競争的
資金等の研究課題等の項目に加えて，Works（作品等），
産業財産権，メディア報道，学術貢献活動，社会貢献活
動，担当経験のある科目（授業），所属学協会，委員歴な
どを登録することができる。特にWorks（作品等）につ
いては，芸術活動，建築作品，コンピュータソフト，デー
タベース，Web Service，教材を種別としているなど，多
様な種類のアウトプット・アウトカムを捕捉しようとし
ているが，インパクトの記述には及んでいない。また，
researchmap への登録を始めあくまで任意での入力であ
る点や，どの研究予算から生み出された成果かと言った
ことが追えない点，データを容易に取得できない点など
に課題がある。
組織単位のデータとしては，国立大学法人評価に向け
て国立大学法人および大学共同利用機関法人の学部・研
究科等から提出された研究業績説明書に記載されている
研究成果の情報*13を用いた分析が行われている [林 21]
が，カバーされているのはアウトプット及び一部のアウ
トカムの情報になる。ウェブサイトよりデータは入手で
きるが，データベース化されるなど分析をするのに容易
な形にはなっていない。

GtRは多様なアウトプット，アウトカムはもちろんイ
ンパクトの記載までも含む体系的な公開データであり，
我が国において，特に研究プロジェクトのインパクト評
価指標を検討する際の事例として参考になると考えら
れる。

5 終わりに
本稿では，今後日本においてもインパクト評価の具体
的検討が進められることを期待して，すでに研究のアウ
トプットのみならず，アウトカムを含めたインパクトの
データをプロジェクト単位で収集し公開している英国
UKRIのデータを用い，アウトカムやインパクトとして
どのような内容が登録されているのか，分野によってど
のような違いがあるのかを観察した。

*11 https://kaken.nii.ac.jp/ja/

*12 https://researchmap.jp/

*13 https://www.niad.ac.jp/evaluation/research_

evaluation/kokuritukyoudou/hyoukakekka_R3/

日本においては，研究プロジェクトのアウトプットの
データの整備は進みつつあるものの，アウトカムやイン
パクトのデータ収集・整備は進んでいない。また，日本
においては，インパクト評価についてその重要性のみが
徐々に浸透している段階であるが，英国などでは，すでに
インパクト評価への批判的検討も進む [Smith et.al 20]。
このような議論を十分踏まえた上で，日本におけるイン
パクト評価の取り組みを進めていくべきである。
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